
バイオマスプラの普及

生分解性プラスチックを取り巻く

情勢は、依然として変化している。

生分解性プラスチック研究会では、

平成18年７月１日より再生可能な有

機資源（バイオマス）由来の原料か

らつくられたプラスチック製品を普

及させるため「バイオマスプラ識別

表示制度」を開始した。

一般的に、バイオマスプラスチッ

クとは、バイオマス由来の原料を全

部あるいは一部使用したプラスチッ

クをいい、環境負荷が少なく、かつ

炭酸ガスのバランスを崩すことがな

いなどの特徴を持っている。

要するに、生分解性プラスチック

のなかでも、バイオマス由来の製品

を識別して消費者にアピールするこ

ととなってきた。

そういったなか、全農でも様々な

タイプの生分解性資材について、そ

の能力を測定・把握するための取り

組みを進めている。

生分解度の測定方法

生分解性プラスチックの生分解度

を測定するには、以下の方法が多く

用いられている。

OECD301C

化学物質－活性汚泥による好気的

生分解試験方法

JIS K 6950

プラスチック－水系培養液中の好

気的究極生分解度の求め方：閉鎖呼

吸計を用いる酸素消費量の測定によ

る方法

JIS K 6951

プラスチック－水系培養液中の好

気的究極生分解度の求め方：発生二

酸化炭素量の測定による方法

JIS K 6953

プラスチック－制御されたコンポ

スト条件下の好気的究極生分解度お

よび崩壊度の求め方：発生二酸化炭

素量の測定による方法

JIS K 6955（仮）

プラスチック－呼吸計内の酸素消

費量および発生二酸化炭素量の計測

による土壌内の究極的好気的究極生

分解度の測定

「JIS K 6953」の試験

全農での生分解性プラスチックの

生分解度測定に関する取り組みにつ

いては、グリーンレポート№420

（2004年６月号）、№434（2005年８

月号）で紹介してきたとおり、「JIS

K 6950」での試験体制を整えてき

た。今回は「JIS K 6953」の試験

体制整備に向けた取り組みについて

紹介する。試験は制御されたコンポ

スト条件下（58℃±２℃湿度50％）

に生分解性プラスチックを投入し、

分解時に発生する二酸化炭素量を測

定する方法である。装置は写真－１、

２が骨格部分となっている。写真－

３のとおり、試験容器にコンポスト

と生分解性プラスチックを投入し、

通気させて発生した二酸化炭素量を

測定する。

現在、データを連続的に集めてお

り、今後は得られたデータを関係機

関の協力を得て精査し、試験体制を

整備していく。また、今年度は、農

業用生分解性マルチを対象に試験体

制や条件整備を進めているが、流

通・出荷用生分解性資材の生分解度

測定にも取り組んでいく予定である。
【全農　営農・技術センター

生産資材研究室・広本直樹】
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写真－1 測定装置 写真－2 恒温庫内部 写真－3 試験容器

分解促進のための恒温室

発生ガスの測定装置

堆肥とプラスチックの
入ったサンプル瓶

二酸化炭素
など

取得のための
サンプル管

一定量の堆肥と生分解性プラスチックサンプルが
入れられ、生分解反応が進められる


